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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第60期 

第２四半期連結 
累計期間 

第61期 
第２四半期連結 

累計期間 
第60期 

会計期間 
自平成29年４月１日 
至平成29年９月30日 

自平成30年４月１日 
至平成30年９月30日 

自平成29年４月１日 
至平成30年３月31日 

売上高 （千円） 3,880,698 3,576,618 7,763,700 

経常利益 （千円） 26,550 29,197 45,459 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 1,919 2,951 24,842 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 22,942 8,032 34,521 

純資産額 （千円） 2,149,014 2,154,238 2,153,384 

総資産額 （千円） 4,209,705 4,040,739 4,448,000 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 1.35 2.08 17.50 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 51.0 53.3 48.4 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 19,283 126,651 132,975 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 16,450 △19,951 47,854 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △235,150 △275,325 △82,673 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 1,282,670 1,411,618 1,580,244 

 

- 1 -

2018/11/12 10:56:34／18435191_ムラキ株式会社_第２四半期報告書



 

回次
第60期

第２四半期連結
会計期間

第61期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △3.55 △9.27

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資が堅調に推移し、雇用・所得環

境は引き続き改善傾向にあります。個人消費についても持ち直しの動きが見られるものの、偏在化が見受けられ

ます。一方、海外では米国の保護貿易への懸念、中国経済の動向及び地政学的リスクの存在など、景気の先行き

は依然として不透明な状況が続いております。

当社グループの主力販売商品であるカーケア関連商品の販売先であるサービスステーション（略称：SS）業界

においては、大手石油元売会社の経営統合効果により需給改善の効果が浸透しコスト連動市況が継続されまし

た。しかしながら、燃料価格の高騰は続き、九州、中四国、近畿、中部地方での台風、豪雨による被害、北海道

胆振東部地震などの自然災害の影響もあり、油外商品の販売に影を落としました。

このような環境のもと、当社グループは戦略的営業体制の営業特化により売上の拡大、拡販を図ってまいりま

した結果、SSにおいて集客のための差別化アイテムであるノベルティ、今期プロジェクトであるSS店内外のリノ

ベーション目的とした快適新空間に関連する設備投資への売上は期待を上回る結果で推移いたしました。また、

猛暑によりエアコン関連商品についても売上増となりましたが、上記のような自然災害による影響もあり、当社

の基本商品であるオイルフィルター、ワイパーブレード及びバッテリーの売上は一時的に減少いたしましたが、

すべて点検・交換が必要な機能パーツであることから今後大きな需要が見込まれます。当社グループといたしま

しては、基本商品の拡販と予想を遥かに超えた受注が見込める快適新空間に関連する商材（改正健康増進法によ

るSS店内喫煙室等）・企画を推進してまいります。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高 3,576百万円（前年同期比 7.8％減）、営業利益 23

百万円（前年同期比 17.5％増）、経常利益 29百万円（前年同期比 10.0％増）、法人税等 26百万円を計上し、

親会社株主に帰属する四半期純利益は 2百万円（前年同期比 53.8％増）となりました。 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。 

主力事業である「カーケア関連商品販売」事業については、上記の要因から、売上高は 3,571百万円（前年同

期比 3.9％減）、セグメント利益は 21百万円（前年同期比 8.6％減）となりました。「その他」の事業につきま

しては、売上高は 53百万円（前年同期比 74.0％減）となり、セグメント利益は 779千円（前年同期はセグメン

ト損失 4百万円）となりました。 

財政状態の分析は次のとおりであります。 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を

行っております。 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は 2,874百万円となり、前連結会計年度末に比べ 396百万円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が 168百万円減少したことと受取手形及び売掛金が 94百万円減少した

ことと商品及び製品が 129百万円減少したこと等によるものです。固定資産は 1,166百万円となり、前連結会計

年度末に比べ 10百万円減少いたしました。これは主に差入保証金が 23百万円減少したことと、その他（有形固

定資産）が 10百万円増加したこと等によるものです。 

この結果、総資産は 4,040百万円となり、前連結会計年度末に比べ 407百万円減少いたしました。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は 1,217百万円となり、前連結会計年度末に比べ 225百万円減

少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が 105百万円減少したことと、１年内返済予定の長期借入金が 

80百万円減少したこと等によるものです。固定負債は 668百万円となり、前連結会計年度末に比べ 182百万円減

少いたしました。これは主に長期借入金が 187百万円減少したことと、退職給付に係る負債が 3百万円増加した

こと等によるものです。 

この結果、負債合計は 1,886百万円となり、前連結会計年度末に比べ 408百万円減少いたしました。 
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（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は 2,154百万円となり、前連結会計年度末に比べ 854千円増

加いたしました。これは主に利益剰余金が 4百万円減少したことと、その他有価証券評価差額金が 5百万円増加

したこと等によるものです。 

この結果、自己資本比率は 53.3％（前連結会計年度末は 48.4％）となりました。 

 

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ 168百万円減少し、1,411百万円になりました。 

当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 126百万円です。これは主要因として税金等調整前四半期純利益 29百万円、た

な卸資産の減少 129百万円、仕入債務の減少 99百万円、売上債権の減少 86百万円等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は 19百万円です。これは主要因として有形固定資産の取得による支出 15百万円

等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は 275百万円です。これは主要因として長期借入金の返済による支出 267百万円

等によるものです。 
 

（３）経営方針・経営戦略等 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

（株式会社の支配に関する基本方針）

当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価値ひいては

株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保し、向上させることを可能とする者である必要があると考えておりま

す。 

当社は株式の大量の買付であっても、当社の企業価値及び株主の皆様の共同の利益に資するものであれば、こ

れを否定するものではありません。また、会社の支配権の移転を伴うような大量の株式の買付提案に応じるか否

かの判断は、最終的には株主の皆様の総意に基づき行われるべきものと考えております。 

しかし、株式の大量の買付行為の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益に対

する明白な侵害をもたらすもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、対象会社の取締

役会や株主の皆様が株式の大量買付について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十

分な時間や情報を提供しないものなど、対象会社の企業価値及び株主の皆様の共同の利益に資さないものも少な

くありません。 

当社にとっては、お客様との強い絆の維持が当社の成長を支えており、また、今後の成長を支え続けるもので

あります。ひいては、株主の皆様の利益に繋がるものであると確信しております。こうしたお客様との強い絆が

当社の株式の買付を行う者により中長期的に確保され、向上させられるものでなければ、当社の企業価値及び株

主共同の利益は毀損されることになります。 

当社としては、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない当社株式の大量買付を行う者

は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による当社株式の大量買

付に対しては必要かつ相当な対抗をすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上さ

せる必要があると考えております。 
 

（５）研究開発活動 

該当事項はありません。
 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,000,000

計 5,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,470,000 1,470,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,470,000 1,470,000 ─ ─

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項ありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項ありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成30年７月１日～ 

平成30年９月30日 
－ 1,470,000 － 1,910,700 － 88,604
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（５）【大株主の状況】

    平成30年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％） 

芙蓉土地建物株式会社 大阪府大阪市北区茶屋町８番21-3004号 250 17.61 

有限会社ドリーム・ワークス 東京都渋谷区松涛１丁目13番18号 180 12.68 

村木 ミチ 東京都三鷹市 112 7.91 

オートメックス株式会社 東京都中央区京橋１丁目１番６号 75 5.28 

ムラキ社員持株会 東京都多摩市関戸２丁目24番27号 55 3.90 

エイケン工業株式会社 静岡県御前崎市門屋1370番地 46 3.24 

ムラキ取引先持株会 東京都多摩市関戸２丁目24番27号 40 2.82 

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１丁目14番１号 29 2.10 

ムラキ役員持株会 東京都多摩市関戸２丁目24番27号 25 1.79 

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 25 1.76 

計 － 838 59.09 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   50,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  1,419,100 14,191 －

単元未満株式 普通株式     600 － －

発行済株式総数 1,470,000 － －

総株主の議決権 － 14,191 －

（注）単元未満株式数には、当社所有の自己株式１株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

ムラキ株式会社
東京都多摩市関戸

二丁目24番地27
50,300 － 50,300 3.42

計 － 50,300 － 50,300 3.42

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表について、リンクス有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,602,244 1,433,618 

受取手形及び売掛金 ※２ 1,005,799 ※２ 911,679 

商品及び製品 584,536 454,557 

その他 78,836 74,628 

貸倒引当金 △954 △466 

流動資産合計 3,270,463 2,874,017 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 851,651 851,651 

減価償却累計額 △781,605 △784,561 

建物及び構築物（純額） 70,046 67,090 

機械装置及び運搬具 15,615 11,293 

減価償却累計額 △15,146 △11,136 

機械装置及び運搬具（純額） 468 157 

土地 518,941 518,941 

リース資産 3,326 3,326 

減価償却累計額 △3,049 △3,326 

リース資産（純額） 277 － 

その他 208,982 223,677 

減価償却累計額 △189,674 △193,684 

その他（純額） 19,307 29,993 

有形固定資産合計 609,041 616,183 

無形固定資産    

のれん 74,916 72,835 

その他 16,063 18,233 

無形固定資産合計 90,980 91,068 

投資その他の資産    

投資有価証券 152,682 160,323 

差入保証金 314,666 291,037 

繰延税金資産 1,562 － 

その他 22,614 22,097 

貸倒引当金 △14,011 △13,988 

投資その他の資産合計 477,515 459,469 

固定資産合計 1,177,537 1,166,721 

資産合計 4,448,000 4,040,739 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 ※２ 762,562 ※２ 656,816 

1年内返済予定の長期借入金 521,713 441,395 

リース債務 315 － 

未払法人税等 58,029 30,084 

賞与引当金 13,680 13,714 

その他 86,885 75,718 

流動負債合計 1,443,185 1,217,728 

固定負債    

長期借入金 521,499 333,977 

役員退職慰労引当金 35,850 34,790 

退職給付に係る負債 267,137 271,110 

繰延税金負債 21,495 24,574 

その他 5,449 4,320 

固定負債合計 851,431 668,772 

負債合計 2,294,616 1,886,501 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,910,700 1,910,700 

資本剰余金 88,604 88,604 

利益剰余金 182,363 178,215 

自己株式 △47,653 △47,732 

株主資本合計 2,134,014 2,129,787 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 19,369 24,450 

その他の包括利益累計額合計 19,369 24,450 

純資産合計 2,153,384 2,154,238 

負債純資産合計 4,448,000 4,040,739 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 3,880,698 3,576,618 

売上原価 2,978,558 2,716,478 

売上総利益 902,140 860,139 

販売費及び一般管理費    

報酬及び給料手当 418,083 403,899 

賞与引当金繰入額 13,746 13,714 

役員退職慰労引当金繰入額 4,215 4,040 

その他 446,355 415,282 

販売費及び一般管理費合計 882,400 836,936 

営業利益 19,739 23,202 

営業外収益    

受取利息 1,013 716 

仕入割引 5,408 5,356 

貸倒引当金戻入額 219 509 

その他 4,170 2,806 

営業外収益合計 10,811 9,388 

営業外費用    

支払利息 3,486 2,938 

手形売却損 293 256 

その他 220 199 

営業外費用合計 4,000 3,394 

経常利益 26,550 29,197 

特別利益    

固定資産売却益 － 787 

特別利益合計 － 787 

特別損失    

固定資産除却損 1,579 271 

特別損失合計 1,579 271 

税金等調整前四半期純利益 24,970 29,712 

法人税、住民税及び事業税 23,736 24,362 

法人税等調整額 △685 2,399 

法人税等合計 23,051 26,761 

四半期純利益 1,919 2,951 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,919 2,951 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 1,919 2,951 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 21,023 5,081 

その他の包括利益合計 21,023 5,081 

四半期包括利益 22,942 8,032 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 22,942 8,032 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 24,970 29,712 

減価償却費 10,890 10,495 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △219 △511 

のれん償却額 2,081 2,081 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,620 34 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △6,841 3,973 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,815 △1,060 

受取利息及び受取配当金 △1,562 △1,472 

支払利息 3,486 2,938 

有形固定資産売却損益（△は益） － △787 

固定資産除却損 1,579 271 

売上債権の増減額（△は増加） 51,856 86,730 

たな卸資産の増減額（△は増加） 157,544 129,889 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 28,447 △2,512 

差入保証金の増減額（△は増加） △21 24,462 

仕入債務の増減額（△は減少） △211,629 △99,017 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △34,251 △572 

その他の固定負債の増減額（△は減少） △2,040 △1,129 

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,960 △3,130 

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少） 
365 △622 

小計 35,051 179,772 

利息及び配当金の受取額 948 1,399 

利息の支払額 △3,394 △2,836 

法人税等の支払額 △13,322 △51,683 

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,283 126,651 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 － △15,699 

有形固定資産の売却による収入 － 787 

無形固定資産の取得による支出 △3,861 △4,098 

投資有価証券の取得による支出 △280 △317 

貸付けによる支出 △3,182 △2,300 

貸付金の回収による収入 5,387 2,511 

出資金の回収による収入 － 50 

差入保証金の差入による支出 △1,408 △4,597 

差入保証金の回収による収入 18,986 3,628 

長期前払費用の取得による支出 － △700 

その他 808 783 

投資活動によるキャッシュ・フロー 16,450 △19,951 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △234,516 △267,840 

配当金の支払額 △268 △7,170 

その他の支出 △366 △315 

財務活動によるキャッシュ・フロー △235,150 △275,325 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △199,416 △168,626 

現金及び現金同等物の期首残高 1,482,087 1,580,244 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,282,670 ※ 1,411,618 
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【注記事項】

（連結の範囲の変更）

当第２四半期連結会計期間において、株式会社ムラキ・エージェンシーは清算したため、連結の範囲から除外

しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．受取手形割引高 

 
前連結会計年度 

（平成30年３月31日） 
当第２四半期連結会計期間 
（平成30年９月30日） 

受取手形割引高 65,284千円 66,579千円 

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形 

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 60,804千円 64,887千円

支払手形 21,930 15,667

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成29年４月１日
至  平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成30年４月１日
至  平成30年９月30日）

現金及び預金 1,304,670千円 1,433,618千円

預入期間が３か月を超えている定期預金

及び担保に供している預金
△22,000 △22,000

現金及び現金同等物 1,282,670 1,411,618
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

配当に関する事項

１．配当金支払額
該当事項はありません。
 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間
末後となるもの

決 議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月25日

取締役会
普通株式 7,099 0.5 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

配当に関する事項

１．配当金支払額

決 議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日

定時株主総会
普通株式 7,098 5 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決 議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年10月26日

取締役会
普通株式 7,098 5 平成30年９月30日 平成30年12月３日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

 
カーケア関連

商品販売 
その他 

（注１） 
調整額 

（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注３） 

売上高        

(1）外部顧客への売上高 3,717,626 163,072 － 3,880,698 

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
8 40,633 △40,641 － 

計 3,717,634 203,705 △40,641 3,880,698 

セグメント利益又は損失

（△） 
23,874 △4,734 600 19,739 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「看板・チラシ等の販

促物の企画・製作」「保険・旅行の代理業務」等の事業活動を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 600千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

 
カーケア関連

商品販売 
その他 

（注１） 
調整額 

（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注３） 

売上高        

(1）外部顧客への売上高 3,571,264 5,353 － 3,576,618 

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
79 47,708 △47,788 － 

計 3,571,344 53,062 △47,788 3,576,618 

セグメント利益 21,823 779 600 23,202 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「看板・チラシ等の販

促物の企画・製作」等の事業活動を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額 600千円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
 
（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 １円35銭 ２円08銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,919 2,951

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
1,919 2,951

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,419 1,419

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当り四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

- 18 -

2018/11/12 10:56:34／18435191_ムラキ株式会社_第２四半期報告書



２【その他】

平成30年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………7,098千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成30年12月３日

（注）平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月８日

ムラキ株式会社 

取締役会 御中 

 

リンクス有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 舩津 雅弘  印 

 

 
指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 嶋矢  剛   印 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているムラキ株式会社

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成30

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

 

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ムラキ株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

 

以 上

（注） １.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
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